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１. 調査概要
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(１)調査目的

患者の市販薬服用状況を医師がどのように確認しているか現状を把握する。

（市販薬 … 一般用医薬品、大衆薬、OTC医薬品とも呼ばれているが、

本調査では「市販薬」と呼ぶこととする。）

(２)調査設計・回収状況

[調査対象] 診療を担当する医師

[調査期間] 2009年4月15日（水）～4月21日（火）

[調査方法] クローズド・インターネット調査

[依頼方法] 電子メール

[依頼回数] 1回（一部の方に2回）

[有効配信数] 2,946名

[アクセス数] 394名

[回答者数] 363名

[アクセスモニター回答率]  92.1％

調査概要
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調査概要

(３)調査項目

• 回答者属性（性別、年齢、主たる診療科、勤務先種別）
• 患者の市販薬服用状況を確認することの必要性
• 現診療環境において市販薬情報が必要となる場合
• 初診時における市販薬服用状況の確認方法
• 市販薬に関する問診票での確認内容
• 市販薬に関する問診での確認内容
• 市販薬に関して問診票で聞いていない理由
• 市販薬に関して問診で聞いていない理由
• 患者に市販薬を勧めるケース

(４)調査主体

株式会社プラメド（自主企画調査）

(５)実施調査機関

株式会社プラメド
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調査概要

(６)調査内容・フロー
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n=335

n=28
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２. 回答者属性
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回答者属性（性別・年齢）

性別

（N=363)

年齢

（N=363)

男性 n=310

女性 n=53

39歳以下 n=93

40歳代 n=143

50歳以上 n=127

（％）（％）

男性

85.4

女性

14.7 
39歳以下

25.6 

40歳代

39.4 

50歳以上

35.0 
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回答者属性（主たる診療科）

※ 一般・総合系（一般内科、家庭医療、総合診療、地域医療など）

主たる診療科

（N=363)

その他 （5%以下の診療科）

感染症科 内分泌内科 代謝内科 血液内科 腫瘍内科 腎臓内科 神経内科 膠原病・アレルギー内科 心療内科 リハビリテーション科

小児科 一般外科 消化器外科 内分泌外科 整形外科 泌尿器科 脳神経外科 産婦人科 形成外科 麻酔科 ペインクリニック 眼科

皮膚科 耳鼻咽喉科 放射線科 精神神経科 東洋医学科 健康管理科

33.1 

14.6 
8.3 8.0 

5.0 

31.1 

0

20

40

60

80

100

一
般
・
総
合
系

消
化
器
内
科

循
環
器
内
科

呼
吸
器
内
科

糖
尿
病
科

そ
の
他

（％）

※



Copyright © 2009 PLAMED Inc. All Rights Reserved.   本報告書内容の無断転載，無断複製を禁じます。

10

医院・診療所・

クリニック

49.3
大学病院

14.3

大学病院以外の

病院

35.8

その他

0.6

回答者属性（勤務先の種別）

勤務先種別

（N=363)

（％）
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３.調査結果（単純集計）
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患者の市販薬服用状況を確認することの必要性

56.5 35.8 6.3 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要と感じている

どちらかといえば必要と感じている

どちらかといえば必要でないと感じている

必要でないと感じている

患者の市販薬服用状況を確認することの必要性

（N=363)

必要と感じている

92.3％

必要でないと感じている

7.7％

次頁に「市販薬に関する情報が必要と思う場合」の集計結果を表示
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現診療環境において市販薬情報が必要となる場合-１

リスク評価関連

市販薬服用状況の確認は基本的にすべてのケースで必要

市販薬による副作用を患者が経験している場合

初診患者、特に喘息、蕁麻疹の患者を診察する場合

市販薬で抗血小板作用のある薬剤を使用している患者に侵襲のある検査を予定する場合

治療対象となる疾患に、市販薬が関連する場合

患者がどんな症状を抑えるために、どんな薬剤を使用しているか確認。それが適正かどうかで患者のインテリジェ
ンスも確認できる。

消炎鎮痛剤は常にチェックが必要。用量は少なくても、無視できない副作用があるため

患者教育関連

市販薬を濫用している患者がときおりいるから

自己診断や薬剤師の判断による市販薬の使用法の誤りはないかの確認が必要な場合

サプリメントなのか、医薬品なのか、患者自身がわかってないことも多いので、その確認

注目される回答を抜粋（一部編集）

※質問対象者335名中、有効回答者326名 有効回答率：97.3%

（→次頁へつづく）
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現診療環境において市販薬情報が必要となる場合-２

診断関連

今出ている症状が、疾病による症状なのか、薬による副作用なのか、あるいは市販薬によって症状が修飾されて
いるのか確認したい場面

解熱剤などの使用により症状がマスクされていないか確認

鎮痛薬起因性の頭痛の確認

肝障害や腎障害がみられたとき

偽アルドステロン症を疑う時

市販薬服用で意識不明となり、本人から経緯を確認できない場合

市販薬への依存状態の確認

市販薬服用中に症状改善ない状態で来院された場合

処方関連

同じ作用の薬を処方してしまわないようにするため

市販薬の種類が増えたので併用による影響の有無の検討が必要

市販薬で処方薬と同等のものが増えている
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初診時における市販薬服用状況の確認方法

初診時における市販薬服用状況の確認方法

（N=363)

53.7 7.4 36.6 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195） （n=27） （n=133） （n=8）

[A]

問診票と問診で
確認

[B]

問診票
のみ

[C]

問診
のみ

[D]

どちらでも
確認していない
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市販薬に関する問診票での確認内容

77.0 

62.2 

59.0 

44.6 

4.5 

3.6 

1.4 

0.5 

0 20 40 60 80 100 

薬のアレルギーの有無を確認できている

服用した薬の種類（解熱鎮痛剤、咳止めなど）を確認できている

薬の副作用の経験の有無を確認できている

服用した商品名を確認できている

服用した薬の使用頻度を確認できている

服用した成分を確認できている

服用した薬の量を確認できている

その他

（%）

市販薬に関する問診票での確認内容

（n=222)

（上位三位の回答）P.15で [A] [B] と回答し

た方の集計結果を表示
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市販薬に関する問診での確認内容

80.5 

65.5 

60.4 

47.6 

8.2 

4.9 

4.9 

0.6 

0 20 40 60 80 100 

薬のアレルギーの有無を確認している

薬の副作用の経験の有無の確認をしている

服用した薬の種類（解熱鎮痛剤、咳止めなど）を確認している

服用した商品名を確認している

服用した薬の使用頻度を確認している

服用した成分を確認している

服用した薬の量を確認している

その他

（%）

市販薬に関する問診での確認内容

（n=328)

（上位三位の回答）P.15で [A] [C] と回答し

た方の集計結果を表示
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市販薬に関して問診票で聞いていない理由

市販薬に関して問診票で聞いていない理由

（n=141)

（複数回答）

問診票では市販薬についてルーティンで患者に聞いていない理由はどのようなことからですか。質問文P.15で [C] [D] と回答し

た方の集計結果を表示

61.7 

25.5 

25.5 

12.1 

6.4 

4.3 

3.5 

2.8 

2.1 

7.1 

0 20 40 60 80 100 

問診で確認しているから

患者が服用した薬について正確に覚えていないから

勤務施設の問診票に市販薬に関する項目が含まれていないから

市販薬を聞いても自分の知らない商品や成分が多いから

患者が正直に答えてくれないことが多いから

市販薬の成分は低用量なので問題は少ないから

市販薬の成分の効果は弱いので問題は少ないから

市販薬には問題を起こす成分は少ないから

市販薬が問題になるケースを扱わないから

その他

（%）
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市販薬に関して問診で聞いていない理由

42.9 

42.9 

34.3 

17.1 

8.6 

8.6 

5.7 

5.7 

14.3 

0 20 40 60 80 100 

問診票で確認しているから

一人にかけられる診療時間が限られているから

患者が服用した薬について正確に覚えていないから

市販薬を聞いても自分の知らない商品や成分が多いから

市販薬の成分は低用量なので問題は少ないから

市販薬には問題を起こす成分は少ないから

市販薬の成分の効果は弱いので問題は少ないから

市販薬が問題になるケースを扱わないから

その他

（%）

市販薬に関して問診で聞いていない理由

（n=35)

（複数回答）

P.15で [B] [D] と回答し

た方の集計結果を表示

問診では市販薬についてルーティンで患者に聞いていない理由はどのようなことからですか。質問文
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患者に市販薬を勧めるケース

患者に市販薬を勧めることがあると回答した主なケース （自由記述）

（n=102）

シュチュエーション

いつもそれを飲むと症状が取れるというとき

市販薬のほうが効果があると患者に言われたとき

症状が軽微なわりに投薬を希望されたとき

既に市販薬を服用している患者で、それが対症療法の時にはそのまま勧める

保険算定できない場合に市販薬を勧めることがある

市販薬でも効果がほぼ同じと考えられるとき

くすり（湿布薬等）を大量に希望されるとき

具体例

軽度の感冒症状の方に

軽度の胃腸症状の方に

栄養剤、ビタミン剤、ミネラル

日焼け止めクリーム

皮膚のかゆみに市販のローション

白癬、毛じらみ

鎮痛薬・頭痛薬

湿布薬

唇の乾燥

ステロイドの入っていない鼻スプレー

ある

28.1

ない

71.9

（%）

患者に市販薬を勧めるケースの有無

（N=363)


